

テーマ：ターミナル期における訪問介護の役割を考える


【趣旨】
【主　催】　兵庫県ホームヘルプ事業者協議会
【日　時】　平成２２年１月２１日（木）1３：00～16：30
【会　場】　兵庫県社会福祉研修所　地下1階　大研修室　　（別添地図参照）
（神戸市中央区中山手通6丁目1番30号）　
（ＴＥＬ：078－367－3001）　　　　　　　　
【対　象】　管理者、サービス提供責任者、現場リーダー、介護職　100名

・事業所にて他職種との連携体制を考える立場の方

・ターミナル期のケアについて事業所内職員へ指導を行う方
【参加費】　会員事業所職員　　　2,000円　　（一人あたり）
　　　　　　非会員事業所職員　　4,000円　　（一人あたり）
【申込方法】　別紙申込書に必要事項を記入のうえ、１月１４日（木）までに、下記あてＦＡＸでお申し込みください。
＊定員になり次第、申込を締め切る場合があります。その場合、別途連絡いたします。
【振込先】　・開催前日の１月２０日（水）までに、下記口座に振込をお願いいたします。
・振込元確認の都合上、振込人名義の欄には法人名を省いた事業所名のみ記載ください。
・振込手数料につきましては、各事業所にてご負担くださいますようお願いいたします。
　　　   　　　但馬銀行　上筒井支店　普通預金　７１０９８８５
兵庫県ホームヘルプ事業者協議会　　事務局長　　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばば),馬場)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょういち),正一)
【申し込み・問い合わせ先】

兵庫県ホームヘルプ事業者協議会事務局（兵庫県社会福祉協議会　地域福祉部）担当：那須・松本
〒651-0062　神戸市中央区坂口通2-1-18　県福祉センター内

TEL：078-242-4634　　FAX：078-242-7947
【プログラム】
	時間
	内容

	12：３0
	受付

	13：00
	開会・オリエンテーション

	13：10
	基調講演
「在宅でのターミナルケアの実際」

＜講師＞　在宅支援診療所　長尾クリニック　院長　長尾　和宏氏
　そもそも“人の最期”ということがどういうことかを含めてターミナルケアの意味を理解するとともに、利用者・家族を支える視点、緊急時の判断基準や対応方法を学びます。



	14：00
	休憩

	14：10
15：30
	パネルディスカッション
「利用者が望む生活を提供するための各専門職との連携
～在宅でのターミナルケアと訪問介護の役割を考える～」

＜パネリスト＞

●兵庫県看護協会すまいる訪問看護ステーション　所長　邉見　知恵子氏
●姫路市社会福祉協議会介護サービス課　　　　　課長　稲積　初美氏
●認知症の介護者の会「さくら会」　　　　　　世話人　増尾　千代美氏
＜コーディネーター＞在宅支援診療所　長尾クリニック　院長　長尾　和宏氏
パネリストのお話を通して、日々の生活や支援から見えてくるサービス提供の現状と課題に気づき、各専門職がどのように連携をすれば、ターミナル期であっても利用者が安心して生活できるかを考えます。
グループ討議
パネルディスカッションを踏まえながら、利用者・家族への声掛けや関わり方、緊急時の対応、訪問看護師や医師との連携について話し合い、訪問介護の役割と今後のサービス提供のあり方を模索します。

	16：10
	グループ発表・まとめ

	16：30
	閉会



★平成21年度ホームヘルプサービス研究協議会　参加申込書★
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　＊参加券等の発行はございませんので、当日受付までお越しください。　　　　　
　
ターミナル期の訪問介護について話し合いたいことがありましたら、ご記入ください。
	



【会場案内図】
[image: image1.emf]
研修所には駐車場がありません。できる限り公共交通機関をご利用ください。

【 交通アクセス 】
＊ＪＲ 「元町駅」 西口より北へ１５分
＊阪急 神戸高速鉄道 「花隈駅」 東出口
より北へ１０分
＊神戸市営地下鉄 「県庁前駅」 西出口③
より北へ５分
＊阪神 「元町駅」 西口より北へ１５
　在宅で最期を迎えたいという本人の希望があっても、社会資源にうまくつながらない、もしくは在宅での看取りに不安を覚え施設入所や入院を選択するケースもあります。


　ターミナル期のケアは、通常のサービス提供と内容は同じでも、短時間での訪問や声掛けから身体介護などで臨機応変な対応が求められます。


また、利用者や家族の死への不安に対する寄り添いや、メンタルヘルスケアなどの支援も求められます。このようなターミナル期のサービス提供について、不安を抱えているのではないでしょうか。


今回は、生活の継続的な支援を行う訪問介護の役割として、ターミナル期にどのような支援が求められているか研究協議を行い、緊急時の対応も含めた関わり方、専門他職種との連携のあり方について考えます。








�





兵庫県ホームヘルプ事業者協議会事務局行（兵庫県社会福祉協議会　地域福祉部）FAX:078-242-794７


　　　　　　　　申込締切　１月14日（木）　　　　参加費振込締切　１月20日（水）





[申し込み・問い合わせ先]


兵庫県ホームヘルプ事業者協議会事務局


（兵庫県社会福祉協議会　地域福祉部内）　担当：那須・松本


〒651-0062神戸市中央区坂口通2-1-18


TEL:078-242-4634　FAX:078-242-7947








＜長尾氏の略歴＞　東京医科大学卒業後様々な病院に勤務し、平成７年７月に身近な地域のかかりつけ医を目指してクリニックを開設。「在宅医療ステーション」を併設し、通院が困難な方には、住み慣れた自宅での在宅医療を提供する“在宅療養支援診療所”でもあり、自宅で最期を迎えた患者は、２５０人を超える。訪問看護、ケアマネジメントを含めた総合的な在宅ケアを提供している。





～利用者を支えるための連携のあり方～








